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この標準作業書は、事業所内に常備し、従事者に周知するものとする。
1-a
１．使用済み自動車・解体自動車の保管の方法

１－a．使用済み自動車の保管


保管方法：

・事故車等、廃油・廃液の漏れ出る恐れのある車両は事前に液抜きを行い、保管中に漏れないよう処置する。

・敷地境界から３メートル以内は３メートル、それ以上では４．５メートルの高さとする。

・床面砂利敷きとする。

・トラック等は平置きする。

保管場所：面積　○○○．○ｍ２
使用済み自動車最大保管容量（台数）　○○台



1-b

１－b．解体自動車の保管


保管方法：

・敷地境界から３メートル以内は３メートル、それ以上では４．５メートルの高さとする。

・床面鉄筋コンクリート打ち。

・トラック等は平置きする。

保管場所：面積　○○○．○ｍ２
解体自動車最大保管容量（台数）　○○台
２－a

２．廃油及び廃液の回収、事業所からの流出の防止及び保管の方法

２－a．燃料

燃料の回収作業

作業方法：

・燃料タンクを車輌から分離し、タンクコーナーに穴を空けてペール缶に自然落下させる。

・回収時間（自然落下させるための時間）○○分程度


回収した燃料の保管

保管方法：

・火災予防上の措置を講じて保管する。

最大保管量：○○リットル

・回収した燃料は自家消費する。

（自家消費しないものについては、５．「解体に伴って発生する廃棄物の処理」に処理方法（委託先）を参照）

２－ｂ

２－b．エンジンオイル等

エンジンオイル等の回収作業

作業方法：

・エンジンを車体から分離し、オイルパンの上でドレンボルトを外し自然落下させる。

・オイルパンに排出されたオイルをペール缶に落とし込み回収する。

・回収時間（自然落下させるための時間）　○○分程度


回収したエンジンオイル等の保管
保管方法：ドラム缶


２－c．ラジエーター冷却水(ＬＬＣ)
ＬＬＣの回収作業方法


・ラジエーター下部のパイプを切り、自然落下するＬＬＣを容器に自然落下させる。

・回収時間（自然落下させるための時間）○○分程度

回収したＬＬＣの保管


・容器からドラム缶に移して保管する。

注記）エンジンオイル・ＬＬＣのほか廃油・廃液に属するミッションオイル、パワートレーン用オイル、ブレーキフルード、パワステフルード、ウォッシャー液なども同様にその回収と保管方法を記載する。

３－a

３．使用済自動車又は解体自動車の解体の方法
３－a．鉛蓄電池、リチウムイオン電池、ニッケル水素電池の回収・保管

鉛蓄電池等の回収作業

・鉛蓄電池の電極コネクターと止め具を外し、車輌から分離する。

回収した鉛蓄電池の保管

・保管用金網ケースに保管する。

・雨水・日光の当たらない屋内屋内にて保管する。


リチウムイオン電池及びニッケル水素電池の回収・保管

・各自動車メーカー及び車種ごとのマニュアルに基づき、当該電池を回収・保管する。

・各自動車メーカーの引取方法に従って回収事業者に引き渡す。

・雨水・日光の当たらない屋内で保管する。


３－b

３－b．タイヤ

タイヤの回収作業

・インパクトレンチなどを使用してタイヤを車輌から分離する。


回収したタイヤの保管
・タイヤ保管用ケースに入れ保管する。


３－c

３－c．エアバッグ

エアバッグ回収作業

・自工会《メーカー》発行のマニュアルに従って、車輌から分離する。

・インフレーターを分離する。


回収したインフレーターの保管

・安全性が確保されるケースに保管する。

３－ｄ.蛍光灯
　・大型バス等の場合は、室内照明用蛍光灯を取り外し産業廃棄物として適正に処理する。

４

４．油水分離装置及びためます等の管理

レイアウト並びに管理


注記）油水分離槽及びためます等を設置していない場合は不要。

設置している場合は、事業所内の対象区域に設置した側溝と油水分離槽のレイアウト図及び構造図を記載する。（別図でも可）

保守点検作業方法
１　自主点検

・毎朝始業時に点検


２　委託管理

・毎月１回契約業者による汚泥及び廃油の処理

【契約業者】

社名　　　　○○○株式会社

代表者　　　代表取締役　○○　○○

住所　　　　姫路市○○○○

電話番号　　（０７９）○○○―○○○○
許可番号　　第○○○○○○○○号

５

５．解体作業に伴って発生する廃棄物の処理

廃棄物の保管状況

・タイヤ…容器が満杯になると連絡し、取りに来てもらう。

 
【契約業者】

社名　　　　○○○株式会社

代表者　　　代表取締役　○○　○○

住所　　　　姫路市○○○○

電話番号　　（０７９）○○○―○○○○
許可番号　　第○○○○○○○○号

・廃油及びＬＬＣ等…専用容器で保管し、定期的に回収してもらう。


【契約業者】

社名　　　　○○○株式会社

代表者　　　代表取締役　○○　○○

住所　　　　姫路市○○○○

電話番号　　（０７９）○○○―○○○○
許可番号　　第○○○○○○○○号
・その他、産業廃棄物が発生した場合は許可業者に依頼し、適切に処理する
（例：廃プラスチック等）

６－a,b

６．回収した有用品等の保管

a．有用部品の保管方法


・工場内部品棚に直置きする。

・販売用エンジンは正立状態で保管する。

b．有用素材・スクラップの保管方法


・鋼製箱に保管する。

・スクラップ行きエンジンはオイルを回収し保管する。

注記）ハーネス・ホイル・破損したラジエタなどの金属くず等が該当する。
７

７．使用済み自動車及び解体自動車の運搬の方法

自社車輌（クレーン付きトラック）を使用し、運搬する。

	使用車輌
	最大積載量
	登録番号

	
	○，○○○ｋｇ
	姫路　○○○　あ　○○○○



注記）ナンバープレートが判別できるように写すこと。


８－a、b

８．解体作業の用に供する施設の保守点検方法

a．解体作業場

始業時点検：

・解体作業に支障の出るような破損などをチェックする。

・破損などを発見した場合には直ちに修理修繕を行なう。


b．その他の施設


注記）特殊、大掛かりな施設については、保守点検方法を記載する。（リフト等）
９

９．火災予防上の措置

消火器の備え付け等（危険物貯蔵所）

・消火器を備える。

・消防署、地域団体が行なう消防訓練などに参加する。

注記）上記の訓練、講習で受けた指導に基づき行なう内容を具体的に記載する。



注記）消防法に基づいて設置した危険物貯蔵庫（危険物貯蔵庫がない場合は添付不要）
Ⅱ．関係資料

１．事業所レイアウト図


注記）申請に必要な書類にある「事業の用に供する施設の概要」と同じものでも構いません。事業所が複数有る場合はその全てを添付してください。
２．解体作業の流れ（作業フロー）

注記）標準作業書に示す作業及び保管方法を解体作業の流れの中で説明するために、添付することが望ましい。




《写真添付》


使用済み自動車の保管状況





保管場所には１台あたり、２ｍ×５ｍのスペースが必要なものとして計算しています。








《写真添付》


解体自動車の保管状況








《写真添付》


燃料回収作業





燃料の保管は、（ガソリンの場合）


「２００L以上」消防法令の規制を受ける


「４０L～２００L」火災予防条例の規制を受ける


「～４０L」規制なしとなるので注意。


ドラム缶＝２００L、ペール缶＝１８Lあるいは２０Lと判断します。








《写真添付》


回収燃料保管状況








《写真添付》


エンジンオイル回収作業








《写真添付》


回収したエンジンオイル保管状況








《写真添付》


LLC回収作業








《写真添付》


回収したLLCの保管状況





例）２－ｘ．各種廃油・廃液


作業方法：


・車輌の下に廃油飛散対策用受け皿及び回収容器を置く。


・回収するオイルのドレンボルトを緩め、自然落下等によりオイルを抜き取る。


オイルの種類�
回収方法・時間�
�
○○オイル�
自然落下・３分程度�
�
○○フルード�
吸引装置・５分程度�
�









《写真添付》


鉛蓄電池の回収作業








《写真添付》


回収した鉛蓄電池の保管状況





ハイブリッド車に用いられるバッテリーです、よく記入漏れがあるのでご注意ください。








《写真添付》


Li-ion電池・Ni-MH電池の保管状況








《写真添付》


タイヤの回収作業








《写真添付》


回収したタイヤの保管状況








《写真添付》


エアバッグの回収作業








《写真添付》


回収したエアバッグの保管








《レイアウト図添付》


管理方法についても写真等添付








《写真添付》


油水分離装置の状況








《写真添付》


回収したタイヤの保管状況








《写真添付》


回収した廃油・ＬＬＣ等の保管状況








《写真添付》


有用部品等の保管状況








《写真添付》


有用素材等の保管状況








《写真添付》


車輌（前面）








《写真添付》


車輌（側面）








《写真添付》


油水分離装置等保守点検作業　等








《写真添付》


リフト等点検作業








《写真添付》


消火器備え付け状況








《写真添付》


危険物貯蔵庫








《レイアウト図添付》


必要に応じ、別紙などで対応可








《レイアウト図添付》


必要に応じ、別紙などで対応可
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